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1 
ⱪ ꜡ ◓ ꜝ ⱶ  

₡ ה  ה ₢ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─  

         

 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

 Program of Applied Chemistry 

 ≢⅝╢  

 

  

 ─ ⅜₈ ─ ₉≢№╢─⌐ ⇔ ─ │₈ ─ ₉⌐№╢⁹ │   

─ ▪▬♦▪ ╛ ─ ☼כ♬ ⅛╠ ⅜ ╕╣≡™╢ ╣√ ה ╩ ∆╢ ⇔™   

╩ ─ ╩ ⇔≡ ─╙─≤∆╢√╘─ ╩ ℮ ≢№╢⁹ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ╩ ≤∆╢ ⌂≥─ ─ ⌂ ─ ⌐   

⇔™ ╩ ∆╢√╘⌐ ≤↕╣╢ ₁⌂ ─ ╩ ─ ≤⇔≡™╢⁹↓↓  

≢™℮ ⌐│  

╛ ┼─ ╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ╩ ⇔≡ ≤∆╢ ⇔™ ─       

─ ─♦◙▬fi ╩ ℮  

╛ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡ ≤∆╢ ⇔™ ╩ ⌐ ∆╢  

╠╣√ ─ ╩ ⇔ↄ ═ ─ ╩ ∆╢  

╠╣√ ─ ה ╛ ┼─ ╩ ⌐ ∆╢ ⅜ ╕╣≡™╢⁹ 

 ╕√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅜ ≢ ≢⅝╢╟℮ ─ ╩ ∆╢    

⌂≥─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╛ ⅛╠  

╩ ⌐ ∆╢ ─╖≢ ∆╢↓≤⌂ↄ ⌐ ╩ ↑╢  

⌂╢ ─ ≢│⌂ↄ ↓╣╠ ─ ╩ ⅎ√ ─ ⌂≥╙ ≤⇔≡™╢⁹

─ ↄ│ ⌐ ∆╢⅜ ≤─ ⅜╡╙ ⇔≡№╢⁹ 

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ │ ה ה ⌂≥─ ╩ ⌐ ה ה ה ⌂≥   

─ ⌂ ⌐ ⇔ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ⇔√ ╩ ⇔≡ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

 ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ ─ ─ⱪ꜡◓ꜝⱶה  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ─ ה ≤⇔≡─ ╩ ⇔ ↕╠⌐│

≤ ╩ ⇔℮╢ ╩ ∆╢⁹ 
∕─√╘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ─ ╩ ⌐≈↑ ─ ╘╢ ≤⌂╢ ╩ ⇔√ ⌐

₈ ₉─ ╩ ∆╢⁹ 

 
ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ─(Ka)⅛╠(Ko)╩ ≤⇔≡ →≡™╢⁹ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼─ ⅛╠ ╕≢⌐⅔

™≡ ⌐ ∆╢ ∞↑≢⌂ↄ ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒ ╛◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⌂≥╩ ╘

≡ ה ≤⇔≡ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≢№╢⁹ 

令和４年度入学生対象 



 

 

 
Ka ⌂ ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 
Ki ≤⇔≡─ ╩ √∆ ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 
Ku ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒ ≤♦◙▬fi ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 
Ke ╩ ™ ה ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 
Ko ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ≤ ☿fi☻╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 

 
(Ka)⅛╠(Ko)─ │ ↔≤⌐ ↕╣√ ╩ ∆╢↓≤≢ ↕╣╢⁹ ─ ⌂

│ ⌐ ∆≤⅔╡≢№╢⁹ 
Ka ⌂ ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 

≤ ⌐⅔™≡ ™ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ↕╠⌐ ⌐ ∆╢

⌂ ╩ ┘ ↓╣╠─ ⌐ ↑╠╣√ ⌐ ≠ↄ ╩ ∆╢⁹ 
Ki ≤⇔≡─ ╩ √∆ ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 
ה ╩ ⇔≡ ⌐ ∆╢√╘⌐ ה ─ ╩│√∆↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌂ ╩ ⌐≈↑

╢⁹↓─√╘⌐ ≤ ⅜ ⌐ ╓∆ ⌂≥⌐ ∆╢ ╩ ℮≤≤╙⌐ ─ ה ה

≤™∫√ ⌐ ∆╢ ≤∕╣╩ ⌂ ⅛╠ ⇔≡™ↄ ─ ╩ ≤∆╢⁹ 
Ku ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒ ≤♦◙▬fi ╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 
⇔√ ה ╩ ⇔≡ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐ ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒ ╩

⌐≈↑╢⁹╕√ ה ≤⇔≡ ─√╘─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌐ ╘╠╣╢

ה ─♦◙▬fi ╙ ⌐≈↑╢⁹ 
Ke ╩ ™ ה ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 

⌂ ≤≤╙⌐ ─ ─ ⅔╟┘ ─ ה

⌂≥⌐ ⇔≡ ⇔√ №╢™│ ≤⇔≡╖∏⅛╠ ⇔≡ ⌐ ╡ ╖ ┼─

⌂▪ⱪ꜡כ♅╩ ╢ ╩ ∆╢⁹ 
Ko ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ≤ ☿fi☻╩ ⌐≈↑≡™╢⁹ 

⌐╟╢ ⌂ ה ה ⅔╟┘ ≢ ╩ ה ≢⅝╢ ╩ ℮⁹

⌐ ⌂ ⅛╠ ╩ ╡ ℮√╘─ ☿fi☻╩ ⌐≈↑╢⁹ 

 ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ ה ─  

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ∆╢√╘⌐│ ⌂ ה ╩ ⌐⅔™≡ ⇔√℮ⅎ

≢ ┘ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╢⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ה ⌐≢╕ⱶכ♃

╩ ⇔ ה ⱶ─ⱪ꜡◓ꜝⱶכ♃ ╩ ∆╢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≤⌂

∫≡™╢⁹ 
↕╠⌐ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ⌂ │ ≤⇔≡ ─ ™ ⌂ ╩ ≤⇔

≡ ⇔ ╕╙⌂™ ה ╠⅛ⱶכ♃ ↕∑≡™╢↓≤≢№╢⁹ ⌐╙

╩ ↕∑╢↓≤≢ ╠─ ┼─ ≤ ─ ╩ ╘╢ ⅜№╢≤ ⌐ ─

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ⅜ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤≢

─ ≤ ╩ ∆╢⁹ 
(Ka) (Ko)─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⅔╟┘ ⅛╠ ↕╣╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ

│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ ≢│ ─ ⌐ ∂≡ ▪◒♥▫Ⱪꜝכ♬fi



 

 

◓ ○fiꜝ▬fi ⌂≥╙ ⇔√ ╩ ∆╢⁹ ⌐≈™≡│ ◦ꜝⱣ☻⌐

╩ ⇔√ ⌂ ≤ ⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ∆╢ ┼─ ─ ≈≢ ∆╢⁹ 
 
ủ ה  
ה ≤ ⌐⅔↑╢ ™ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ (Ka) ⁹
⅛╠ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ₉₈ ♀Ⱶ₉ fi◄▬◘♃כ♦ה

☻ ₈ I₉⌂≥─ ⅔╟┘₈ I₉₈ ₉⌂≥─

ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐⅛↑≡ ↕╣╢₈ I₉₈ ₉⌂≥─

─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ⌐ ∆╢ ⌂ (Ka) ⁹ ⅛╠ ה ≡↑⅛⌐ⱶכ♃ ↕╣

╢₈ з₉₈ ₉⌂≥─ ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐⅛↑≡ ↕╣╢

₈ ₉₈ и₉⌂≥─ ⅔╟┘ ─₈ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆

╢⁹ 
ה ⅔╟┘ ⌐ ↑╠╣√ ⌐ ≠ↄ (Ka) ⁹ ⅛╠

ה ≡↑⅛⌐ⱶכ♃ ↕╣╢₈ з₉⌂≥─ ה ╠⅛ⱶכ♃ ⌐

⅛↑≡ ↕╣╢₈ I₉₈ и₉⌂≥─ ⅔╟┘ ─₈ ₉─ ╩

⇔≡ ∆╢⁹ 
 
ἑ ה  
ה ≤ ⅜ ⌐ ╓∆ ╩ ⇔ ⌐ ∆╢√╘⌐ ה ─ ╩│√∆↓≤⅜≢

⅝╢╟℮⌂ (Ki) ⁹ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ♀Ⱶ₉╛

ה ⌐ⱶכ♃ ↕╣╢ ─₈ ₉ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ≤

₉ ⅔╟┘₈ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ─ ה ה ≤™∫√ ⌐ ∆╢ ≤∕╣╩ ⌂ ⅛╠ ⇔≡™ↄ

(Ki) ⁹ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ♀Ⱶ₉╛ ה ⌐ⱶכ♃

↕╣╢ ─₈ ₉ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ≤ ₉ ⅔╟┘₈

₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ⇔√ ה ╩ ⇔≡ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒⌂℮╟╢⅝≢

(Ku) ⁹ ⅛╠ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ♀Ⱶ₉╛ ⌐

↕╣╢₈ I₉╛₈ и₉⌂≥─ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩

⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ה ≤⇔≡ ─√╘─ ╩ ≢⅝╢╟℮⌂ ⌐ ╘╠╣╢ ה

─♦◙▬fi (Ku) ⁹ ⌐ ↕╣╢ ─ ⌐ ↕╣╢₈

₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
 
ἑ ⌂  
ה ⌂ (Ke) ⁹ ⅛╠ ⌐ ↕╣╢ ─₈

₉₈ ♀Ⱶ₉ ─₈ ה ₉ ⌐ ↕╣╢

─₈ ₉ ⌐ ↕╣╢₈ I₉₈ и₉₈ ₉₈

₉⌂≥─ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 



 

 

ה ─ ─ ⅔╟┘ ─ ה ⌂≥⌐ ⇔≡ ⇔√

№╢™│ ≤⇔≡╖∏⅛╠ ⇔≡ ⌐ ╡ ╖ ┼─ ⌂▪ⱪ꜡כ♅╩ ╢

(Ke) ⁹ ⅛╠ ⌐ ↕╣╢ ─₈ ♀Ⱶ₉

─₈ ה ₉ ה ⌐ⱶכ♃ ↕╣╢ ─₈ ₉

⌐ ↕╣╢₈ I₉₈ и₉⌂≥─ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉

─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ⌐╟╢ ⌂ ה ה (Ko) ⁹ ⌐ ↕╣╢ ─₈

♀Ⱶ₉ ה ⌐ⱶכ♃ ↕╣╢ ─₈ ₉

⌐ ↕╣╢₈ I₉₈ и₉⌂≥─ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─

╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 
ה ≢ ╩ ה ≢⅝╢ (Ko) ⁹ ⅛╠ ה ⌐ⱶכ♃ ↕

╣╢ ─₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi IA₉₈ⱬכ◦♇◒ ₉⌂≥─ ה ♃

⌐ⱶכ ↕╣╢ ─₈ ₉ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔

≡ ∆╢⁹ 
ה ⌂ ⅛╠ ╩ ╡ ℮√╘─ ☿fi☻ (Ko) ⁹ ⌐ ↕╣╢

─₈ ♀Ⱶ₉ ⅔╟┘ ⌐ ↕╣╢₈ ₉─ ╩ ⇔≡ ∆

╢⁹ 
 

ה   

ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─   

 2  

 ≢│ Ᵽ▬○⅔╟┘ⱪ꜡☿☻⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔√ ─№╢ ╩ ∫≡

™╢⁹ ⌐│ ⇔™ ╛ ─ ה ─Ᵽ▬○♥◒ⱡ꜡☺כ ⱪ꜡☿

☻─ ≤ ה ╛ ─כ◑ꜟⱠ◄ה ⌂≥⌐ ∆╢ ™ ≤ ⌂

ה ╩ ╟ↄ ⌐≈↑√ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹↓╣╩ ∆╢√╘⌐

─ ™ ─ ⌐ Ᵽ▬○⅔╟┘ⱪ꜡☿☻⌐ ∆╢ ╩∕╣∙╣ ℮

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅔╟┘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─3≈─ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ ↕╣≡™╢⁹

≢│ ↓╣╠3≈─ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼─ ╩2 ≤∆╢↓≤≢ ™ ╩ ⇔⌂

⅜╠ ⌐ ∫√ ∆⌂╦∟ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ ≢⅝╢╟℮ ↕╣≡™╢⁹ 

ủ   

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕╣╢√╘⌐│ ─ ─ ┘

╩ ↄ 18 ─℮∟16 ╩ ⇔ ⅛≈ 60 ╩ ╗ ╩ ⇔

⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ  

 ⅜№╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅔╟┘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼─ │

─ ╩ ⇔≡ ╘╠╣╢⁹ 

 ⌂  

ה ₈ ₉ ─₈ ₉⅔╟┘₈  

 ₉╩ ∆╣┌ ≤ ⌐ ╩ ≢⅝╢⁹  

ה ≢ ─ ─№╢╙─⁹  



 

 

כꜝ▬Ⱳה ≢ Ⱳ▬ꜝכ⌐ ∆╢ ╩ ⇔√╙─≢ Ⱳ▬ 

─כꜝ  ™⌐≈™≡1 ╕√│2 ╩ √╙─│∕╣∙╣1 Ⱳ▬ꜝכ ╕  

 √│ Ⱳ▬ꜝכ ╩ ≢⅝╢⁹  

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ╩ √╙─│ ╩ 

 ≢⅝╢⁹  

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ │ ≤⌂╢⁹  

 ┘  

β │ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

β │ ⌐ ↕╣╢◦ꜝⱣ☻╩ ∆╢↓≤⁹ 

─  

 ⌐ ─ ─ ↔≤⌐ ╩ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 

 ⌐ ⇔√ ─ ╩S=4 A=3 B=2 C=1≤ ⌐ ⇔√ ≢ ╩

⇔ ⇔√ ⌐ ≠⅝ ⇔≡⅛╠∕─ ╕≢─ ─ ╩₈ ╘≡ (Excellent)₉

₈ (Very Good)₉ ₈ (Good)₉─ ≢ ∆⁹ 

 

  

90   

80 89   

70 79   

60 69   

 

β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─ ≤ ≤─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

   β ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱴ♇ⱪ╩ ∆╢↓≤⁹ 

─   

╘≡ (Excellent) 3.00 4.00 

(Very Good) 2.00 2.99 

(Good) 1.00 1.99 

( ≠↑ ) 

 ủ ↑ 

  │ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≢№╢ 

 Ka ⌂ ╩ ⌐≈↑≡™╢ 

 Ki ≤⇔≡─ ╩ √∆ ╩ ⌐≈↑≡™╢ 

 Ku ⌂Ⱪ▫♥כ◄ꜞ◒ ≤♦◙▬fi ╩ ⌐≈↑≡™╢ 

 Ke ╩ ™⁸ ה ≤⇔≡ ⇔≡™╢ 

 Ko ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ≤ ☿fi☻╩ ⌐≈↑≡™╢ 

 ╩ ∆╢√╘─ ⌂ ≤⇔≡ ≠↑╠╣≡™╢⁹ 

 ⌂ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

(1) ⅎ╠╣√ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ ה ─╙─╩ ╗ ╩ ה ⇔ ─ ה ╩  

∆╢⁹(Ka)(Ki)(Ko) 

 (2) ⌂ ╩ ⇔ ╩♦◙▬fi∆╢⁹(Ka)(Ku) 

 (3) ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ─ ≢ ╩♃כ♦╢╣╠ ה ∆╢⁹(Ka) 

 (4) ─√╘─ ╩ ⇔≡ √⌂ ה ╩ ⌐ ∆╢⁹(Ka)(Ku)(Ke) 



 

 

 (5) ⅜ ╛ ╛ ⌐ ⅎ╢ ה ╩ ⌂ ⅛╠ ∆╢⁹(Ki) 

 (6) ╩ ⇔ ⌐ ∆╢⁹(Ka)(Ko) 

 (7) ╩ ≢ ⅛╡╛∆ↄ ≢⅝ ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ⌐ ═╢⁹(Ko) 

 ủ ≤  

 4 √∞⇔ ─₈ ₉╩ √∆╙─╩ ≤∆╢  

  

 (1) 8 ⅔╟┘ ∆═⅝ ─ ╙ ╗ ╩ ≡ ⇔≡™╢↓≤⁹ 

 (2) ⅜115 ≢№╡ ∕─℮∟ ≤ ╩ ⇔√ ⅜69    

 ≢№╢↓≤⁹ 

 ủ  

 ─ ─ ⌐≈™≡│₈ ה ה ₉─ ⅔╟┘ ⌐

∆╢ ≢ ∆╢⁹↕╠⌐ ─ ↑ ╣ ╩ ⇔√─∟ ─ ⌐⇔√

⅜∫≡ ∆╢⁹√∞⇔ ↑ ╣ ⅜№╢─≢ ╩∆╢ ⅜№╢⁹ 

 ủ  

  ⌐╟∫≡ ⌂╢⅜ ⌡ ─╟℮⌐ ╘╢⁹ 

 (1) ╩ⱴכ♥ ⇔ ↓╣⌐ ∆╢ ה ─ ⌂≥╩ ≡ ╩ ∆╢⁹ 

 (2) ╩ ∆╢⁹↓─ ⌐╟╢ ╩ ↑╢╒⅛ ╩ ⌐ ℮⁹ 

 (3) ╩ ∆╢⁹ 

 (4) ╩ ℮⁹ 

 (5)♀Ⱶ ≢─ ─ ─ ╩ ℮⁹ 

 

(Plan)ה (Do)ה  (Check)ה  (Action)  

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ⅛╠ ╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ    

∕─ ≢№╢ ╩ ⇔ ∕╣∙╣─ ⌐≈™≡

⌐ ╪≢™╢⁹ ⅎ┌ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐⅔™≡│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ ⌐ ╗ Do ╟℮

⌐ ה ╛ ◦☻♥ⱶ ⌂≥ ╩ ה ⇔ Check

╩ ⇔ Action ↓╣⌐ ≠ↄ ה ─ ╩ ╗ ה ╩ ∆╢ Plan PDCA─

╩ⱪכꜟ─ ⇔≡™╢⁹↓─ ─⌂⅛⌐PD ≤CA ─ ≈─ ╩ ⇔

╩⅔™≡ ╩ ⌐∆╢≤≤╙⌐ ∕╣∙╣⅜ ⇔≡PDCA◘▬◒ꜟ⅜ ⌐ ∆╢╟℮

↕╣≡™╢⁹ ∆╕≢╙⌂ↄ↓─ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ╩ ⌐

⅜ ⇔≡ ╘≡™ↄ ⌐⌂∫≡™╢⁹ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ─  

 ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─  

ה  ה ─ ⌐ ≠™≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ≢⅝╢ ◦☻♥ⱶ⅜ ⇔ ∕   

  ─ ╖⅜ ↕╣≡™╢⅛⁹↕╠⌐ ∕╣⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣≡™╢⅛⁹ 

ה  ◦☻♥ⱶ│ ─ ╛ ─ ⌐╙ ∆╢ ╖╩ ╖ ╕√ ◦☻♥ⱶ   

  ─ ╙ ≢⅝╢╟℮⌐ ↕╣≡™╢⅛⁹ 

ה  ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢ ╛ ─ ╩ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ╦╢ ⅜ ≢⅝╢╟℮   

  ⌐⌂∫≡™╢⅛⁹ 

ה  ─ ⌐ ≠™≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ⅜№╡ ∕╣⌐ ∆╢ ⅜   



 

 

  ↕╣≡™╢⅛⁹ 

 ủ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─  
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◎必修（履修時期指定）
○選択必修（いずれかで履修）
△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

4 人文社会学系科目群 2 ○ ○

4 自然科学系科目群 2 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ◎ ◎

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰか
ら１科目

1 ○

ベーシック外国語Ⅱか
ら１科目

1 　 ○

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

健康スポーツ科目 2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ○

生物学実験法・同実験Ⅰ（注５） 1 ○

生物学実験法・同実験Ⅱ（注５） 1 ○

基礎電磁気学 2 ○

2 教養教育科目の全ての科目
区分から

自由
選択

△ △ △ △ △ △ △ △
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注５： 「生物学実験法・同実験I」は，「生物学実験法・同実験II」と合わせて受講することが基本である。ただし，「生物学実験法・同実験II」は，「生物学実験
法・同実験I」を受講していなければ履修できない。

前期 後期

大学教
育基礎
科目

共

通

科

目

自由選択科目

卒 業 要 件 単 位 数

前期

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

領　域　科　目

コミュニケー
ションⅡ

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうちか
ら１言語選択）

選択
必修

外
国
語
科
目

第　三　類（応用化学・生物工学・化学工学系）

科　目　区　分 要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期後期

英語
(注２・３)

コミュニケー
ション基礎

2 必修

コミュニケー
ションⅠ

2 必修

基　盤　科　目

15 必修

1 選択
必修

教

養

教

育

科

目

平　和　科　目

注４： 「物理学実験法・同実験I（1単位）」と「物理学実験法・同実験II（1単位）」の両方を履修すること。

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講できる。なお，授業科
目により実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注２： 「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に含めることはでき
ない。ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細については，学生便覧の教養教
育の英語に関する項を参照すること。

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

情報・データサイエンス科目

2 選択
必修

2 必修



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 4
応用数学Ⅱ 2 ◎ ◎ ◎ 4
応用数学Ⅲ 2 4
工学プログラミング基礎 2 ◎ ◎ ◎ 4
確率・統計 2 4
技術英語演習 1 ◎ ◎ ◎ 4
環境科学基礎論 2 4
化学工学量論 2 ◎ ◎ ◎ 4
基礎有機化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 4
基礎有機化学Ⅱ 2 4
物理化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 4
生物化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 4
基礎化学実験 4 ◎ ◎ ◎ 12 12
基礎無機化学 2 ◎ ◎ ◎ 4
分析化学 2 ◎ ◎ ◎ 4
基礎生命科学 2 4
応用化学・化学工学・生物工学概論 2 4
基礎工業概論 2 4

◎　必　修

第４年次

第三類　専門基礎科目

前期 後期 後期
授　業　科　目

毎　週　授　業　時　数

第３年次

履修指定

前期 前期
備
考

応
用
化
学

後期

第２年次

後期 前期

生
物
工
学

化
学
工
学

単
位
数

第１年次



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

無機化学 2 ◎ 4
専門有機化学I 2 ◎ 4
有機化学演習 1 ◎ 4
物理化学演習 1 ◎ 4
専門有機化学II 2 ◎ 4
物理化学II 2 ◎ 4
化学実験I 4 ◎ 12 12
化学実験II 4 ◎ 12 12
専門有機化学III 2 ◎ 4
量子化学Ⅰ 2 ◎ 4
量子化学Ⅱ 2 ◎ 4
専門有機化学IV 2 ○ 4
量子化学Ⅲ 2 ○ 4
反応速度論 2 ○ 4
錯体化学 2 ○ 4
有機構造解析 2 ○ 4
触媒化学 2 ○ 4
高分子合成化学 2 ◎ 4
物理化学III 2 ○ 4
電気化学 2 4



応用化学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
教養教育と専門教育における幅広い基礎
知識および化学に関する専門基礎知識

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学に
関する専門基礎知識を修得し，説明することができる．

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学
に関する専門基礎知識を修得している．

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学に
関する専門基礎知識の概要を修得している．

(2) 応用化学に関する高度な専門知識
応用化学に関する高度な専門知識を修得し，説明することが
できる。

応用化学に関する高度な専門知識を修得している。
応用化学に関する高度な専門知識の概要を修得してい
る。

(3)
基礎および専門知識に裏付けられた論
理的思考に基づく構想力

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づく
構想力を修得し，説明することができる．

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づ
く構想力を修得している．

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づく
構想力の概要を修得している．

(1)
技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、
社会に貢献するために研究者・技術者の
責任をはたすことができるような資質

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献する
ために研究者・技術者の責任をはたすことができるような資質
を修得し，説明することができる．

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献す
るために研究者・技術者の責任をはたすことができるような
資質を修得している．

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献するた
めに研究者・技術者の責任をはたすことができるような資質の
概要を修得している．

(2)
技術の経済性・安全性・信頼性といっ
た部分に関する知識とそれを地球的な
視点から活用していく判断能力

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識と
それを地球的な視点から活用していく判断能力を修得し，説
明することができる．

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識
とそれを地球的な視点から活用していく判断能力を修得し
ている．

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識と
それを地球的な視点から活用していく判断能力の概要を修得
している．

(3)
修得した知識・技術を活用して応用化
学に関する多様な問題を解決できるよ
うなクリエーティブな発想力

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様な
問題を解決できるようなクリエーティブな発想力を修得
し，説明することができる．

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様
な問題を解決できるようなクリエーティブな発想力を
修得している．

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様な
問題を解決できるようなクリエーティブな発想力の概要
を修得している．

(4)
研究者・技術者として問題解決のための能
力を発揮できるような社会的に認められる
倫理感，研究・開発のデザイン能力

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮できるよ
うな社会的に認められる倫理感，研究・開発のデザイン能力
を修得し，説明することができる．

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮で
きるような社会的に認められる倫理感，研究・開発の
デザイン能力を修得している．

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮でき
るような社会的に認められる倫理感，研究・開発のデザ
イン能力の概要を修得している．

(1) 自主的，継続的な学習能力
自主的，継続的な学習能力を修得し，説明することがで
きる．

自主的，継続的な学習能力を修得している． 自主的，継続的な学習能力の概要を修得している．

(2)

情報収集，技術の向上，研究方法の改
善，研究結果および成果の解析・理解
などに関して，自立した研究者あるい
は技術者としてみずから工夫して積極
的に取り組み，問題解決への多面的な
アプローチを図る姿勢

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果およ
び成果の解析・理解などに関して，自立した研究者ある
いは技術者としてみずから工夫して積極的に取り組み，
問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢を修得し，
説明することができる．

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果お
よび成果の解析・理解などに関して，自立した研究者
あるいは技術者としてみずから工夫して積極的に取り
組み，問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢を
修得している．

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果およ
び成果の解析・理解などに関して，自立した研究者ある
いは技術者としてみずから工夫して積極的に取り組み，
問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢の概要を修
得している．

(3)
日本語による論理的な記述・発表・討
論能力

日本語による論理的な記述・発表・討論能力を修得し，
説明することができる。

日本語による論理的な記述・発表・討論能力を修得し
ている。

日本語による論理的な記述・発表・討論能力の概要を修
得している。

(4)
国際的視野で情報を収集・発信できる
能力

国際的視野で情報を収集・発信できる能力を修得し，説
明することができる。

国際的視野で情報を収集・発信できる能力を修得して
いる。

国際的視野で情報を収集・発信できる能力の概要を修得
している。

(5)
地球的な視点から問題を取り扱うため
の国際的センス

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センスを
修得し，説明することができる。

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センス
を修得している。

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センスの
概要を修得している。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質

と背景を広い視野から洞察することのできる視座の確立，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに，既成

の枠を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養成する。



評価項目と授業科目との関係

(2) (3)
科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

加重値
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